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【目指すべき将来都市像】
３駅を中心とする拠点市街地の

連携を基本とした集約型都市構造の
構築による持続可能な都市

9 平成30年４月１日号 8

★都市計画課☎�１１３６

「本庄市立地適正化計画」を策定しました

　本庄市では、将来の都市像を見据えたまちづくりを進めるため、「本庄市立地適正化計画」を策定し、３
月31日に公表しました。これにより、「広報ほんじょう」１月号でお知らせしました「届出制度」がスター
トします。
　今月の「広報ほんじょう」では、計画の概要を説明します。また、まちの課題解決に向けたさまざまな取
り組みを次号で紹介します。

　立地適正化計画は、居住や都市機能の誘導を図る区域を設定し、これらを誘導するための施策等を定め
ることにより、持続可能な都市へと緩やかに誘導していく制度です。

　本庄市は、高度経済成長期以降の人口増加に対応するため、計画的な市街地整備により市街地を拡大し
てきました。 
　一方で、平成12年（国勢調査ベース）をピークに市の人口は減少に転じており、特に既成市街地(まちな
か）においては、人口減少・高齢化の進展が顕著であり、空き家や空き店舗、低未利用地の増大など、さ
まざまな問題が顕在化しています。
　このまま既成市街地が衰退した場合、本庄市を形づくる歴史、文化といったまちの顔の喪失や魅力の低
下につながります。このようなことを踏まえ、立地適正化計画の策定を通じて「まちなか」の課題解決に
向けて重点的に取り組む必要があります。 

立地適正化計画はなぜ必要なの？

立地適正化計画のイメージ

計画の基本的な方向性

居住誘導区域・都市機能誘導区域・誘導施設

公共公益
・窓口・交流・健康増進機能を
　有する公共施設

医療
・病院（20床以上）
・診療所（小児科・産科）

福祉 ・地域包括支援センター

子育て ・保育所等

商業
・大規模商業施設
　(店舗面積１千㎡以上）

☞居住誘導区域
　⇒人口密度を維持する区域
☞都市機能誘導区域
　⇒医療や商業等の生活サービス
　　機能を誘導する区域
☞公共交通
　⇒まちづくりと一体となった
　　公共交通網の充実
☞誘導施策
　⇒財政・金融上の支援、
　　届出（誘導区域外）等

【居住誘導区域・都市機能誘導区域
（同一区域）】
●新しい魅力と活力あるまちの創造を実

　現するため、駅徒歩圏を基本に、拠点

　市街地の範囲で設定。

❸多様なライフスタイル
　の実現
●まちなか居住、子育てなど

　がしやすい郊外居住や田園

　居住など、子育て世代から

　高齢者まで多様な世代がい

　きいきと暮らせるメリハリ

　ある居住地の形成を目指し

　ます。

❶まちなか再生　　重点方針
【児玉駅周辺】
●豊富な歴史的資源を活用し、

　まちの魅力の向上を図ると

　ともに、日常生活を支える

　生活利便施設の維持・誘導

　を図り、歩いて暮らせるコ

　ンパクトな市街地の維持を

　図ります。

❶まちなか再生　　　重点方針
【本庄駅周辺】
●まちなかの魅力を高める都市

　機能の誘導や道路基盤整備と

　合わせたまちなか居住の促進

　を図るなど、「まちなか再生」

　に向けた重点的な取り組みを

　推進します。

❷新しい魅力と活力ある
　まちの創造
【本庄早稲田駅周辺】
●子育てしやすいまちを

　目指すとともに、高度

　な産業 ･ 交流機能など

　次代をリードする都市

　機能の誘導を図ります。

【居住誘導区域】
●人口減少が顕著なエリア

　や道路基盤が脆弱なエリ

　アを中心に、駅徒歩圏の

　範囲で設定。

【都市機能誘導区域】
●本庄市中心市街地活性化

　基本計画の区域、市役所

　等の立地状況やその周辺

　の土地利用転換等の可能

　性を踏まえ、駅徒歩圏の

　範囲で設定。

【居住誘導区域・都市機能誘導区域
（同一区域）】
●人口減少が顕著なエリアや道路基盤が

　脆弱なエリアを中心に、児玉総合支所

　等の位置等を踏まえ、駅徒歩圏の範囲

　で設定。


